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直喜殴

マ
東
亜
台
駅
ム

常磐線捜々 線計画
本
年
二
月
始
的
、
国
鉄
東
京

第
一
工
事
局
か
ら
常
磐
線
複
々

線
工
事
を
行
な
い
た
い
と
、
市

に
正
式
に
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

工
事
計
顧
の
あ
ら
ま
し
は
、

現
在
我
孫
子
駅
止
り
と
な
っ
て

い
る
緩
行
線
を
取
手
駅
ま
で
、

約
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
延
長
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
す
。

す
で
に
確
保
さ
れ
て
い
る
我

孫
子
l
天
王
台
訳
問
を
除
く
、

天
王
台
l
取
手
駅
間
内
延
長
二

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
つ
い
て
、
現

在
内
線
路
用
地
を
約
一
ニ
メ

l
ト

ル
拡
幅

L
、
新
設
線
を
運
行
幸

せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

拡
幅
し
よ
う
と
す
る
用
地
に

つ
い
て
は
、
本
年
度
中
に
測
量

お
よ
び
取
得
を
完
了
さ
せ
、
明

年
度
か
ら
工
事
に
か
か
る
予
定

で
す
が
、
利
根
川
町
僑
渠
工
事

は
本
年
と
明
年
内
二
渇
水
期
で

完
了
さ
せ
、
昭
和
五
十
一
年
十

月
か
ら
間
開
業
す
る
と
い

3
計
画

で
す
。市

は
常
磐
線
復
々
線
工
事
計

画
を
薫
視
し
、
都
市
づ
く
り
の

方
向
と
て
ら
し
な
が
ら
国
鉄
側

常
袋
線
複
々
線
工
事
が

が
予
定
さ
れ
て
い
る
天
王
台
駅
付
近

身、‘

に
要
望
を
伝
え
る
と
共
に
協
議

を
進
め
て
お
り
ま
す
。
そ
の
あ

ら
ま
し
は
次
の
と
お
り
で
す
ロ

新
設
線
の
開
業
後
は
在
来
線

が
快
速
線
と
な
る
計
凶
で
あ
る

が
、
天

E
ム
円
駅
へ
の
停
単
に
つ

い
て
は
在
来
線
は
勿
論
、
新
設

線
に
つ
い
て
も
停
車
を
さ
せ
る

こ
と
。
出
陣
々
線
化
に
よ
っ
て
支

障
の
生
ヒ
る
踏
切
に
つ
い
て
は

立
体
交
差
と
側
道
を
も
っ
て
解

消
を
図
る
。
こ
れ
は
柴
時
、
下

ケ
戸
踏
切
分
は
都
市
計
両
道
路

二
・
三
・
五
号
線
的
道
路
構
内

整
俄
で
あ
り
、
相
野
谷
踏
切
に

つ
い
て
は
都
市
計
爾
道
路
二
・

一
了
一
号
線
ま
で
の
側
道
を
東

側
に
と
り
つ
け
る
こ
と
で
す
。

利
根
川
堤
紡
沿
い
を
通
る
布
位
、

青
山
線
の
計
幽
に
つ
い
て
は
青

山
地
区
で
の
交
差
部
に
随
道
を

確
保
し
て
お
く
こ
と
に
よ
っ
て

支
障
向
な
い
よ
う
に
し
て
お
く
向

こ
と
。
そ
し
て
青
山
地
区
内
排
哨

水
計
両
に
備
え
て
排
水
講
を
設
同

遺

す

る

等

で

す

。

出

市
長
は
特
に
天
王
台
駅
の
快
〕
叶

速
電
車
廃
止
の
方
向
を
知
り
拘

反
対
を
表
明
す
る
と
と
も
に
.
一
町

国
鉄
側
に
対
し
市
内
要
望
を
強
」
叩

く

申

し

入

れ

て

い

る

。

』

守

市長・議会共催の

権利者との話し合いを行なう

論
陣
附
断
鼠
悶
陵
v》

七
月
一
日
@
オ
ー
ブ
ン

七
月
一
日
九
時
か
ら
市
民
プ

ー
ル
を
一
般
に
公
開
し
ま
す
。

幼
児
用
プ

i
ル
も
現
プ

l
ル

の
除
に
ま
も
な
く
完
成
し
ま
す

円
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

利
用
料
、
利
用
時
間
は
次
の

と
お
り
で
す
。

V
料
金

大
人
間
卜
円
小
人
(
中
学

生
ま
で
)
二
卜
円

図
数
券
は
六
枚
一
組
で
大
人

二
百
円
、
小
人
百
円

V
時
間

午
前
九
時
か
ら
午
前
十
一
時

午
前
十
「
一
時
か
ら
午
後
二
時

午
後
三
時
か
ら
午
後
五
時

(
総
入
替
制
の
た
め
、
こ
の

時
間
以
外
は
入
場
で
き
ま
せ

ん
)

V
利
用
上
の
注
意

小
学
生
以
下
の
お
子
検
は
保

識
者
と
一
絡
に

水
中
メ
ガ
ネ
の
使
用
は
禁
じ

ま
す
。

V
プ

i
ル
の
貸
し
切
り

午
後
丘
時
以
後
で
利
用
料
金

は
二
干
向
で
す

我孫子駅前土地区画整理事業

市
は
、
住
み

よ
い
合
理
的
な

街
っ
く
り
を
目

ざ
し
て
、
我
孫

子
駅
前
土
地
区

画
整
理
事
業
を

推
進
し
て
お
り

ま
す
が
、
去
る

六
月
五
日
に
我

孫
子
中
央
公
民

館
に
お
い
て
、

権
利
者
と
の
話

し
合
い
を
行
な

い
ま
し
た
。

会
場
に
は
、

権
利
者
一
二
-
八

名
と
県
議
会
議

員
渡
辺
多
門
氏
一

を
は
じ
め
、
市
議
会
議
員
の
二

二
名
、
千
葉
県
か
ら
山
崎
都
市

部
次
長
の
ほ
か
三
名
、
市
長
、

助
役
の
ほ
か
各
部
課
長
が
出
席

し
ま
し
た
。

話
し
合
い
は
、
我
孫
子
駅
周

りに市特 i旦
ま、議耳IJ部
し活会委市
た発議員経
。な員長備
質的の事
疑可{主;業
応会久対
答の開策
がも忠調
あと博査

当"""以""""点~

や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で

す
ぐ
で
き
得
る
も
の
は
直
ち
に
処
理
し
ま
す

市

民

サ

ー

ビ

ス

課

元 気なチビッ子たちでにぎわう市民プール

L
宇都

市
に
生
活
す

る
者
に
は
公
閣
は

憩
い
の
場
だ
。

テ
レ
ビ
で
見
て

い
て
も
、
外
国
で

は
大
都
会
の
な
か

に
、
街
町
騒
音
か

ら
か
け
は
な
れ
た

静
か
そ
町
も
の
の

公
胞
が
あ
り
、
こ

ど
も
も
大
人
も
小
鳥
や
野
生
動

物
た
ち
と
ご
く
自
然
に
あ
そ
ん

で
い
る
の
を
う
ら
や
ま
し
い
と

思
う
。ど

う
い
う
わ
け
か
日
本
人
は

公
開
を
大
切
に
し
な
い
。

庭
内
食
栽
や
草
花
は
大
事
に

育
て
て
も
、
公
閣
の
樹
木
は
平

気
で
折
る
し
、
野
山
に
で
か
け

る
と
き
は
マ
イ
カ
ー
に
シ
ャ
ベ

ル
や
ス
コ
ソ
プ
を
積
ん
で
行
〈
。

野
鳥
た
ち
ま
で
も
自
分
の
も

の
ほ
ど
に
し
か
思
っ
て
い
な
い

よ
う
だ
。

こ
の
ご
ろ
は
開
や
自
然
を
守
る

運
動
が
、
日
本
ば
か
り
で
な
く

世
界
中
に
広
が
っ
て
お
り
、
私

た
ち
の
街
に
も
森
ゃ
な
囲
内
線

を
守
る
定
め
が
で
き
た
が
、
ま

だ
ま
だ
私
た
ち
は
自
然
の
あ
り

が
た
さ
を
知
ら
な
い
。

か
つ
て
北
町
鎌
倉
と
も
言
わ

れ
美
し
い
水
を
た
た
え
た
手
賀

沼
に
、
い
ま
は
ホ
穴
あ
き
病
惨

な
ど
と
い
う
奇
病
が
で
て
い
る

と
い
う
の
に
、
沼
を
埋
め
た
て

て
経
由
岬
村
を
つ
く
ら
せ
て
ほ
し

い
と
か
、
対
岸
に
向
っ
て
橋
を

架
け
、
さ
ら
に
開
発
す
べ
き
だ

な
ど
と
本
気
で
奨
め
る
人
が
あ

る
の
は
困
っ
た
こ
と
だ
と
思
う
。

自
然
円
緑
町
美
し
さ
に
ほ
っ

と
す
る
と
き
、
私
は
祖
先
が
森

町
中
に
-
生
活
し
て
い
た
史
実
に

憶
れ
を
感
ず
る
。

、
手
本
、
J
W

丹
江
レ

る，、ミ広報は日常生活のみちし
827 



2 

一
閣
一
一
回
臨
時
市
議
会
」

寸
税
条
例
な
ど
改
正

「

原

案

昭
和
四
十
八
年
第
二
回
我
孫
子

市
議
会
臨
時
会
は
、
五
月
十
七

自
招
集
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
議
会
で
議
決
い
た
し
ま
し

た
五
案
件
の
う
ち
、
凶
件
は
我

孫
子
市
税
条
例
の
一
部
改
正
な

ど
で
、
一
件
は
小
選
挙
区
制
度

反
対
に
関
す
る
決
議
の
発
議
案

で
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
原

案
可
決
と
な
り
ま
し
た
。

義
孫
子
市
税
条
例
の
一
部
改
正

地
方
税
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
の
公
布
が
遅
れ
た
た
め
、

昭
和
四
十
八
年
度
第
一
期
分
間

定
資
産
税
に
限
っ
て
、
凶
月
納

期
を
五
月
納
期
(
五
月
一
日
か

ら
同
月
三
十
一
自
)
に
変
更
す

る
も
の
で
す
。

我
帽
冊
子
市
都
市
計
酒
税
条
例
の

一
部
改
正

市
税
と
向
様
、
昭
和
凶
十
八

年
度
第
一
期
分
の
都
市
計
画
税

に
限
っ
て
、
凶
月
納
期
を
五
月
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納
期
に
変
更
す
る
も
の
で
す
。

我
孫
子
市
国
民
健
康
保
検
税
条

例
の
一
部
改
正

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
よ

り
、
国
民
健
康
保
険
税
円
減
額

対
象
と
な
る
所
得
限
度
額
を
引

き
上
げ
る
も
の
で
す
。

我
孫
子
市
農
地
課
税
審
議
会
条

例
の
廃
止

地
方
税
法
の
一
部
改
正
で
、

市
街
化
区
域
農
地
内
宅
地
並
み

課
税
が
規
定
さ
れ
た
た
め
、
曲
肱

土地立ち入り調査
...， ...，らま査土の千

別立ま三昭五日目立せ L の地準葉建
表ちで月和月初ちいた通立備導設

入 三凹四四入たの知ちの水省
。J 十十日十りしでが入た路よ
区 一九か 八 期 ま お あ り 的 事 り
問 日年ら年間す知り調、業北

立 ち 入り区減一覧表

晶 字

天鞠，立野.和田前，保久天.和田前古.花輪前，佃.余問

戸，筏越.大砂，木戸，大塚，大境，長T.浅間谷.三斗蒔，

原地，原j也H高入.南大作，北大作.西大作

田園曹

ι掴rr 護軍

宇

佐

都

新々問

視島新聞

大

布

地
課
税
審
議
会
を
廃
止
す
る
も

の
で
す
。圃

V
4
φ
φ

布佐下車時国

浅間前新聞

大作新田

新 木

新木村下

目 秀

製

開発戸

開発戸新国

下ヶ戸

柴 崎

高野山

中

納税相設車巡回一覧表(7月実施骨)

実抱 j也区

午前9時30分-12時|午後13時-16時

l 新省地区〈電車住 1
7月2日開 1:毛丙ローヤルクリ|目立精機裏 F

I ーニング屈となり)

並木地区{久寺家 1
7月3日{x}1 !:~，I，"~~~:~~~，I 我孫子動物病院前

通り岩井運送席前)1

l根戸地区(鈴本一|柴崎地区{柴崎青
7月4日樹 1 

実務日

生
町
部
に
分
け
て
七
回
戦
ト

ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
で
行
な
い

ま
す
。

V
野
球
場
我
孫
子
市
営
球
場

V
服
装
学
校
で
体
操
を
す
る

服
装
で
、
帽
子
は
必
ず
つ
け

る
。
ス
パ
イ
ク
は
使
用
で
き

ま
せ
ん
。

V
期
日
七
月
二
十
八
日
か
ら

の
予
定

V
連
絡
先
我
孫
子
市
下
ヶ
戸

凶
七
我
孫
子
郵
便
局
内

平
林
信
夫
(
八
一
二

O
O

O
一
番

東

)

一

児

童

附

)

{

前

一

目

先

決

前

区

舘

一

丁

{

{

館

地
年
一

4

)

地

)

延

年

)
一
子
育
一
{
地
図
的
地
青

前
一
孫
子
一
合
同
一
野
地
下
回

館
一
我
誠
一
北
道
一
本
間
住
新

年
一
束
我
一
湖
童
一
新
遊
布
前

一

ム

ロ

)

集

峠

館

一

山

り

束

中

一

年

一

青

な

(

(

)

一

青

)τ
‘

と

地

区

前

一

部

前

一

区

一

団

地

舘

一

(

宅
一
地
パ
古
)
土
年
一
一
位

氏
一
山
一
北
所
峠
青
一
地
)

雄
一
背
ス
湖
会
中
上
一
都
前

同

刷

出

国

一

u

u

n

H

-

R

u

v

a

υ

-

nn

阿
川
一

勿
'
弓
'
一

7月9日何

7月 14・15日

り

湖北
まつ

7月10日IX)判・湖北祭愛好会 4・e・、ぷダ

水
道
料
金

犠
収
の
お
知
ら
せ

我
孫
子
市
水
道
部
は
水
道
料

金
を
次
の
と
お
り
委
託
徴
収
し

て
お
り
ま
す
。

徴
収
買
が
訪
問
的
際
は
、
必

ず
身
分
証
明
書
を
持
っ
て
い
ま

す
の
で
、
ご
不
審
の
場
合
は
請

求
く
だ
き
い
。

委
託
先
お
よ
び
地
域

v
k
k
団
地
ザ

I
ピ
ス

湖
北
台
地
区

V
我
孫
子
市
管
工
事
組
合

青
山
台
団
地
久
寺
家
団
地

若
松
団
地
あ
ら
き
野
団
地

い
ず
み
団
地
住
生
高
野
山

団
地
日
秀
新
木
市
営
住
宅

天
王
台
地
区
柴
崎
国
鉄
団

偽
凶

V
私
人
(
渡
辺
う
た
民
河
野

操

氏

井

上

ミ

キ

氏

猫

禽

光
子
氏
)

市
内
全
域
(
但
し
問
地
サ
ー

ビ
ス
、
管
工
事
組
合
徴
収
地

域
及
び
布
佐
地
区
を
除
〈
)

な
お
、
料
金
的
納
入
は
便
利

な
口
座
振
替
制
度
が
あ
り
ま
す

の
ず
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
(
申
し

込
み
受
付
は
市
内
の
銀
行
、
信

用
金
庫
、
農
協
で
行
な
っ
て
お

り
ま
す
)

疑
問
的
点
が
あ
り
ま
し
た
ら

水
道
部
(
八
八
川
1
一
一
一
一
一
一

EBB-

，

三
一
一
五
)
へ
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。

我
孫
子
市
は
、
本
年
か
ら
老

人
性
白
内
欝
手
術
費
(
自
己
負

担
額
)
を
支
給
す
る
こ
と
に
い

た
し
ま
し
た
。

く
わ
し
く
は
淳
生
課
に
ご
照

会
く
だ
さ
い
。

対
象
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

ω老
人
性
白
内
障
で
開
眼
手
術

が
可
能
で
あ
る
者
に
対
し
、

そ
の
手
術
的
実
施
に
必
要
な

経
費
の
う
ち
、
自
己
負
担
相

当
額

ω原
則
則
と
し
て
同
居
内
生
計
中

心
者
が
所
得
税
を
課
せ
ら
れ

心
臓
病
疾
患
を
心
配
さ
れ
る

お
子
様
を
お
持
の
方
は
、
次
の

と
お
り
相
談
を
受
け
ま
す
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

V
日
時
昭
和
四
十
八
年
六
月

十
九
日
(
火
)
午
前
十
時
吋

川
ら
十
一
時

V
場
所
柏
保
健
所

V
内

容

問

診

胸

部

X
線
撮

影

心

電

図

検

査

診

察

検
査
結
果
に
つ
い
て
の
指
導

相
談

V
担
当
墨
田
宮
達
男
先
生

(
国
立
千
葉
病
院
循
環
器
科
)

V
費
用
実
費
約
千
円

V
申
し
込
み
六
月
七
日
ま
で

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

柏
保
健
所

O
凶
七
一
(
六

七
)
一
二
五
七
番

六
月
内
行
政
相
談
お
よ
び
人

権
擁
護
相
談
は
次
の
と
お
り
行

な
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
き

、。
iv v

期
日
六
月
二
十
五
日
午
前

十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

干
場
所
布
佐
中
央
公
民
館

828 

立野，三車九割.大都

場前，悪本堀，古堤，堀向.千間lii.下水神前.水内

摘出‘向中津

川前，場向，古新田

中曽根.堀向，道上，新道下

川前.上沼悪水落i富.古堤.堀跨.堤内.新々 回.新開 "V '/'干生〈チり

越後尻，大作台.南，ピヤ回.セイシ前.羽黒，宮ノ協.シタ回|で tとるい参 7葉町だ l関少
l 、小のし成る加予県部きム催年

ピヤ倒.水神下.堤下 ! 中 学 チて人小資選少でいをし野
新民吉f~. アザミ作，凹問戸， JII ノ古抱込，石井戸.チ|学生 i 編円 :ji に年優 。編ま球
アミ，宮前，西原 |生町ム成指中 参野勝こ成す大

東笹津，東成宮古，弁天作，南原，南久保作.中道:1の部 す導学市力H球しのしの会
|部は る者生内で大た大てでを

山王前.六番作 |は五 十がでにき会チ会串希次
中堅新聞|下新田.中新田.上新田 I，j 年 二 代 責 住 ま の ! の L望の

湖北台 1T自から 10丁目まで |学生 名表任んすブム小込者と

都 部|舟戸.寺下.堂下，')、屋下.向山.味噌作本松古 |校ま 以者あで。ロ I全学みはお

都留新国 | 舟戸下.江尻下守宮下、芝原下，'1'割.畔間々 町中荘津，五|

本松下，浅間下，江間協 ...，...， .... 
| 試う知表組あ市月嬰に市申成六

溜下，向原，一本松.中枠，明間作，榎飢本滝.古地，原|合えし者みて議三事置役 L す年

窪，(み作茶ノ木.溜ノ内.茅堤，原，宝津窪，陳場 I -(まと合に会十項い舟r込 る 生

五本松，綜下，滝下 | 小 ヒ す七せ申事日をて受みチお
向原‘大久保，滝前 |学で)月 し務ま記あ付 |よ

|生決に上各込局で入りま申ムび
小暮 !のめ打句チみ内にのまたし 中
東大久保.東小暮，')暮則前原.前畑，舟戸古，根郷.南坪， 1 部まち ~I 下・ 司うすは込 学

古屋.古屋下，堤恨，志困多，宮脇.野場，西野犠東野場庁戸| 、す合加ムーき後~え)各み 生
白砂.宮下.早稲田.二ツ塚 i中。せにのい藤孫、に支書 で

l学 内通代。喜子六所所( 編

七
月
内
納
税
相
談
車
内
日
程

場
所
は
次
の
と
お
り
で
す
。

こ
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は
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納
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に
不
便
な
池

区
の
み
な
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を
対
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に
し
た

も
の
で
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税
・
国
民
健
康
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税
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よ
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国
民
年
金
を
出
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徴
収
さ
せ
て
い
た
だ
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も
の
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だ
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行

な

っ

男
子
警
察
官
約
百
五
十
名
て
お
り
ま
す
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婦
人
警
察
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五
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名
現
行
町
家
屋
評
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内
、
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付

期

間

屋

外

等

の

使

用

材

料
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材

質

、

昭
和
四
十
八
年
六
月
一
日
か
施
工
程
度
等
を
十
分
に
謁
査
の

ら

六

月

三

十

日

ま

で

う

え

課

税

す

る

こ

と

に

な

っ

て

く
わ
し
く
は
最
寄
の
警
察
署
、
お
り
ま
す
の
で
、
調
査
員
が
評

派
出
所
、
駐
在
所
に
お
問
い
合
価
に
お
何
M
し
ま
し
た
ら
よ
ろ

せ

く

だ

さ

い
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力
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だ
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ま
た
、
調
査
員
は
身
分
証
明

書
、
評
価
補
助
貝
証
を
持
参
し
、

事
務
服
を
着
用
し
て
お
り
ま
す
。

ご
不
審
な
点
が
あ
り
ま
し
た

ら
市
役
所
資
産
税
課
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

信号をママの言葉と守 ろ う ね




